
平成１３年度試験研究成果

区分 普及 題名 ひえの無農薬水田移植栽培技術

［要約］①ひえ「達磨」は短稈で脱粒性難のため機械適応性が高く、水田移植栽培できること
を再確認した。②作業体系はほぼ水稲と同様で、播種量 箱（乾籾 、育苗期間 ～ 日20g/ 20 25）
で、収量は （全刈り収量）であった。390kg/10a

キーワード ひえ 達磨 無農薬水田移植栽培 県北農業研究所 やませ利用研究室
営農技術研究室

１．背景とねらい
雑穀は近年の健康食ﾌﾞｰﾑ等から見直され、生産拡大が要望されているが畑作栽培は生産者の高

齢化から減少している。
一方、水田転作の増加に伴い水田を湛水状態で活用できる「ひえ」の水田移植栽培が県北部及

び県中部で行われている（表 ， ）が、農薬が使えないため現地では育苗・除草等に苦慮する1 2
場面もあり生産の安定化が求められている。水稲用の既存機械を用い、農薬を使わないひえ水田
移植栽培技術について報告する。

（２）栽培体系

ひえ「達磨」栽培の作業体系（管理は水稲に準ずる）

作業の種類 使用資材・機械等 作業上の留意事項

①播種準備

)用土準備 ・山土は使わない1 ◎人工培土

)種子準備 種子 箱 乾籾 ・種子消毒････不要（充実種子を使う）2 20g/◎風選済み （ 、 ）

・浸種、催芽････不要◎系統名：達磨

（盛岡市厨川在来）

)置床準備 （苗箱の乾湿むら防止）3 ◎置床を平らにする

②播種～育苗

)播種 ｶﾙﾈｯｺ ｸﾗﾊﾟﾋﾟｰ等 ・手播き（機械播種では播種量が多すぎる）1 ◎遮根ｼｰﾄ（ 、 ）

23 /10a 0.5cm・育苗箱（ 箱 ） ～出芽長◎加温出芽（ ℃、 時間）30 40
)育苗 （出芽長過は苗転びや移植時の苗切断の原2
ﾊｳｽ平置き 因となる）

◎ﾌﾟｰﾙ育苗 ◎緑化（ 日 、硬化後は水稲苗より低温管ﾌﾟｰﾙ育苗 ～資材は水稲ﾌﾟｰﾙ 1.5 ）

（表 ） 育苗と同様 とし軟弱徒長を防ぐ7 理

◎育苗日数： ～ 日（ ～ 葉）20 25 2.5 3.0
※ひえﾌﾟｰﾙ育苗法の特徴（作業は水稲ﾌﾟｰﾙ育苗に準じて行う）

・慣行の平置き育苗よりﾏｯﾄ形成が良くなる

・水稲苗より徒長しやすいので、水稲苗に比べて低温管理とする

（１回目の入水は緑化後に行い、水深は播種面以下にする。ﾊｳｽｻｲﾄﾞは霜の恐

れがある場合を除き昼夜解放する）

（ ）③移植 表 3
)施肥・耕起 ・肥料 （ ）1 N4-P20-K10 kg/10a
)代かき 堆肥 (ｔ ）･･･わらを鋤 ・ﾏｯﾄ形成が極端に劣ると、苗補給時にﾏｯﾄ2 1 /10a

込む場合は連用不要 がつぶれ、移植爪で掻き取れない

)田植え ・苗取り板 ・軟弱苗、老化苗は植痛みが著しい3
表 ・除草機（動力、人力） ・移植１か月後頃に行う（ ～ 回）④除草（ ）4 1 2

・通常は問題にならない（ﾒｲﾁｭｳ類の発生事⑤病害虫防除

例がある）

防鳥ﾈｯﾄ、爆音機の設置等 ・出穂期以降に多い⑥鳥害防止 ・

・自脱型ｺﾝﾊﾞｲﾝ ・稈長 以上ではこき口が詰まりやすい⑦収穫 130cm
(表 ， ) ので、刈高を高く（ ～ ）する5 6 15 30cm

⑧乾燥～調製

)乾燥 ・循環型穀物乾燥機 ・風洞部の網を交換する（ 網）1 1mm
)風選 ・風選機（とうみ） ・風選の際は水稲より風量を弱くする2
)籾摺り ・籾摺機 ・子実をよく乾燥させる（穀粒水分 ％）3 12
)精米 ・精米機 ・除糠網、研米ﾛｰﾙを交換（雑穀用ｵﾌﾟｼｮﾝ）4
注）表中の は健苗育成（移植適苗 、病害発生予防のために必要な管理を示す◎ ）



３．指導上の留意事項
（１）病害虫は、育苗期の苗立枯れ及び生育期のﾒｲﾁｭｳ類が問題となる事例があるが、詳細は不明

であり今後の調査が必要である
（２）機械播種ができないため、大規模に育苗する場合は播種作業に労力を要する
４．技術の適応地帯 県下全域
５．当該事項にかかる試験研究課題

（ ）地域資源を活用した高付加価値農産物の生産・流通システムの確立483
（ ）ヒエの無農薬水田移植栽培技術の検討2513
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（１）岩手県立農業試験場研究報告 第 号 （ ）24 51-74 1984

水田転作における青刈りヒエの生産力の安定向上と利用技術の確立に関する研究
（２）平成 ， 年度試験研究成績書（営農技術研究室） ( )、 ( )10 11 pp165-166 H10 pp169-172 H11

７．試験成績の概要（具体的なデータ）
表１．ひえ「達磨」栽培面積推移（ ）ha

H10 H11 H12 H13市町村
6.4 10.0 4.2 1.8軽米町
3.5 6.7 15.0 27.0大迫町

東和町 － 図１．穂のすがた0.6 9.6 32.3
左：達磨計 9.9 17.3 28.8 61.1
右：軽米在来(白)※軽米地域普及所、花巻農業改良普及ｾﾝﾀｰ調査

表２．ひえ水田移植栽培暦（達磨）
栽培地域 ４ ５ ６ ７ ８ ９ (月)10 11

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 (旬)
県北部 ○ △ △ □ ◇ ◇ ◎ ◎
県央部 ○ △ △ □ ◇ ◇ ◎ ◎

播種 移植 除草 出穂 収穫

表３．供試苗質、乗用田植機移植結果
区 出芽 育苗 播種量 育苗 葉数 草丈 欠株率

方法 方法 日数 移植時 日後 苗質 ﾏｯﾄ形成 備考9
(ｇ 箱) (日) (葉) ( ) （％ （％）/ cm ）

１ 加温 ﾌﾟｰﾙ育苗 大苗 良 植付け速度最速20 33 3.3 22.5 5.3 25.1 やや
２ 無加温 ﾊｳｽ平置き 軟弱苗 不良 苗補給時ﾏｯﾄ潰れ50 25 3.0 20.2 2.2 58.1
３ 無加温 ﾊｳｽ平置き 小苗 不良 移植まだ早い35 15 2.8 11.5 2.5 14.7 やや
※機種名：ﾔﾝﾏｰ （ 条植え） ※裁植密度： 株 ㎡ （九戸郡軽米町高家； 圃場）RR-40 4 22.9 / 20a

6.8 5m 6 kg/10a 5.0※調査面積： ㎡（ × 条） ※施肥量（ ：Ｎ）

表４．除草（ 、移植 日後 、残草調査（ 、除草 日後）6/29 32 7/19 20）
㎡残草量（乾物重）

除草機械 作業速度 作業能率 イネ科 広葉 備考
（秒 ｍ） （分 （％） （ｇ （％) （ｇ （％)/ /10a） ） ）

動力除草機 ｵｰﾀｹﾐﾆｶﾙﾁ ( 条)1.63 37.9 47.4 1.4 40 1.7 9 MA3 3
人力除草機 条処理2.40 79.9 100 0. 8 1.9 10 2

3.4 100 19.7 100無除草 － － －

表５．収穫（ ）10/18
収穫機械 作業速度 作業能率 刈高 収穫ﾛｽ 備考

（秒 ｍ） （分 ） （ ） （％） ※収穫ﾛｽ：全刈り比/ /10a cm
自脱型ｺﾝﾊﾞｲﾝ 風量のみ調節 ※機種名：ｸﾎﾞﾀ ( 条刈り)1.94 31.8 28.9 0.9 R1-241 3

表６．生育ｽﾃｰｼﾞ・収量（現地）
区 出穂期 成熟期 幼形期 成熟期 子実重 全刈り子実重

草丈 茎数 稈長 穂長 穂数 （ 区計）1~3
(月日) (月日) ( ) (本 ㎡) ( ) ( ) (本 ㎡) ( ) ( )cm / cm cm / kg/a kg/a

8.22 10.18 101.0 148.9 119.7 18.5 103.1 54.4 39.2１
２ －8.22 10.18 99.4 155.7 118.5 17.8 113.4 40.9
３ －8.22 10.18 89.3 169.5 112.9 17.9 129.4 38.8

表７．ﾌﾟｰﾙ育苗法検討結果（播種 日後）36
発芽状況(％) 個体乾物重100

図 ．播種後日区 良苗 途中 未 地上部 地下部 2
数と草丈･葉令枯死 発芽 （％ （％））

76.5 8.5 15.0 8.66 10.78ﾌﾟｰﾙ育苗
播種量 箱ﾊｳｽ平置き 85.3 4.3 10.3 10.88 7.34 ･ 20g/

6/8※播種（ ）4/25 ･播種日
※発芽状況： 調査（ 反復）36cm 22
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